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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・春商戦での通信端末の売行きが予想以上となってい
る。数か月前よりも初期導入コストに対する抵抗感が
小さくなっており、高価格の通信端末が売れている。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・以前よりも旅行や食事の話題が出始めており、客の
購買意欲が増してきている雰囲気がある。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・３か月前と比べると、来客数、単価とも上回ってお
り、売上が増加している。もともと３月は繁忙期であ
るが、月末の動向次第では前年並みの売上も見込める
ことから、全体的に消費がそれほど縮小していない印
象を受ける。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・不安定な天候が続いたことから、春物が不振であ
る。また、大型店の食の物産展の開催効果で一定の集
客はみられたが、他店への波及効果はそれほどみられ
なかった。全体的に、３か月前と状況は変わらない。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・３か月前と比べて、客の行動に変化はみられない。
また、売上そのものは相変わらず減少傾向にある。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・例年であれば、３月はまだ雪が残っていて寒く、週
末の客足もまばらだが、高速道路料金引下げが始まっ
たことから、最終週の土日に限っては、観光客も売上
も15％ほど増加した。ただ、全体としては、３か月前
と比べて、それほど変化はみられない。

スーパー（店
員）

来客数の動き ・３月に入り、１～２km圏内の大型商業施設や百貨店
の空き店舗に大型スーパーが出店しているが、今のと
ころ、当店への影響は全くみられない。

スーパー（役
員）

単価の動き ・最近になり、スーパーの値下げが相次ぎ実施されて
おり、値下げ合戦が激しさを増しているが、当社にお
いては、３月の客単価が前年比100.6％となってお
り、ここ数か月状況に変化はみられない。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・製造業の減産による影響は続いているが、北海道新
幹線や高速道路の工事従業者による需要は増加傾向に
ある。しかし、全体的に客単価の低下が続いている。

家電量販店（店
員）

単価の動き ・製品が壊れても修理をして使うと言う客が増えてお
り、客単価が極端に低下してきている。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・ここ３か月、販売量はほぼ前年並みとなっており、
横ばいでの推移となっている。ただし、依然として商
品単価が低下しているため、売上は前年を下回ってい
る。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・ＷＢＣ(ワールド・ベースボール・クラシック）の
影響なのか、得意先の飲食店ではここ１週間の売上が
良くなかった。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・競合店の撤退などから、若干の売上増加を見込んで
いたが、期待外れに終わった。相変わらず、客の買い
控えがみられる。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

お客様の様子 ・最近は石油製品の価格が安定しており、需要も安定
している。また、車の買換え需要は減少している一方
で、車検や車両整備の需要が引き続き増加している。

一般レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・前年に比べて来客数が10％減少している。客単価も
５％低下しており、売上は15％の減少となっている。

タクシー運転手 来客数の動き ・相変わらず電話注文が減少している。
設計事務所（職
員）

競争相手の様子 ・補正予算で発注される官庁の委託業務入札で、限ら
れた業者がことごとく低価格で落札している。年度末
を迎え、資金繰りに窮しての対応かもしれないが、他
社が追随する状況も多くみられ、価格低下が深刻な状
況にある。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・販売量の減少に加えて単価の落ち込みが目立つ。特
に、高額商品の販売が不振である。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・来客数がやや減少している。高単価商品の売行きは
非常に悪く、季節商材や特売品についても慎重な買い
方が依然として続いている。

家計
動向
関連



商店街（代表
者）

お客様の様子 ・今月は気温が高かったことから、春物のコート等に
動きがみられないまま、価格の引下げが始まってい
る。客も価格が下がるのをねらっており、かなりの低
価格でなければ買わない様子がうかがえる。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・比較的暖かな冬であったため、冬物衣料の販売量が
予想よりも少なく、前月に引き続き減少している。一
方で、好材料として新たな飲食店の出店がみられたこ
ともあり、来街者数は増えている。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・販売量、売上共に大きく落ち込んでいるが、前年比
でみると、販売量の落ち込みよりも、売上の落ち込み
が10％以上上回っている。各商品群の買上単価をみる
と、食品はほぼ横ばいであるものの、紳士物や婦人物
のファッション衣料が前年比80％台、宝飾が50％台と
大幅に低下しており、生活に最低限必要な物以外の出
費を抑えている消費者の購買動向がうかがえる。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・単価もさることながら、来客数及び販売量が大きく
減少している。

百貨店（役員） 販売量の動き ・接客販売を徹底することで、客単価は上昇傾向にあ
るが、来客数が低迷しており、結果として売上は減少
傾向にある。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・青果のばら売りやレジ袋の販売の影響で、店舗全体
での販売量は前年比106％と伸びているが、売上は前
年比98％と前年を下回っている。

コンビニ（エリ
ア担当）

競争相手の様子 ・タスポの効果で売上は維持しているが、大手スー
パーやコンビニで値下げや特売が活発な動きとなって
いるため、景況感としてはやや悪くなっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・例年以上に気温が低く、また積雪も多かったことか
ら、飲料水やアイスクリームの売上が減少している。
また、客単価も低下しており、卒業入学シーズンに向
けての節約傾向がうかがえる。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・近ごろは、売出しを行っても客が来店しない。

住関連専門店
（従業員）

販売量の動き ・春物の販売量が落ち込んでいる。

高級レストラン
（スタッフ）

競争相手の様子 ・平日を中心に状況はやや悪いが、暇なことに慣れて
きている面もある。市内の他店の様子をみると、バイ
キング店が混雑しているようである。一方、高価格店
では女性の年金生活者の来店が多いが、長居するので
回転が悪いようである。最近は、適正価格で満足度の
高い高級店も平日であれば予約なしで入れることが多
い。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・道外からのツアー客の落ち込みが顕著である。地元
客も伸び悩んでいる。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・個人客は可処分所得があっても、先行きの不透明感
から消費を控えている様子がうかがえる。また、法人
客は、依然として旅行の決定要因を価格に求める傾向
が強い。

タクシー運転手 販売量の動き ・例年３月は、年末の12月に次いで忙しい月である
が、昼も夜も客が減っており、売上は前年を大きく下
回っている。今年に入ってからは、毎月10％ほど売上
が減少している。

タクシー運転手 お客様の様子 ・暖かい日にタクシーに乗らずバスや電車を待ってい
る客の姿が目に付いた。天候の悪い日には、それなり
に利用客はいたが、それでも３か月前に比べると売上
は減っている。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・例年と比べて、問い合わせ件数が激減している。ま
た、問い合わせがあっても、かなり慎重になっている
様子がうかがえる。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・若いファミリー層の将来に対する不安感の表れか、
特に戸建て住宅の消費意欲が冷え込んでいる。



悪く
なっている

百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・例年であれば、３月は春物の動きが最も活発化する
が、今年は客の低価格志向が強まっていることから苦
戦している。正価品では値ごろ感が出るように限定で
作られた商材が唯一健闘しているが、定番のジャケッ
トやスプリングコートの動きが悪い。一方でニットな
どの単品購買が目立ち、タンス在庫の活用がうかがえ
る。また、月末に開催したセールは手ごたえが感じら
れたが、新規需要というよりは、正価品の代替購買に
よるものとみられる。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・売上動向をみると、引き続き悪化傾向にある。セー
ル日の売出しでも前年実績を確保ができないこともあ
り、客の生活防衛意識は更に強まっている。

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・消費者の低価格志向が強まっているせいか、最近
は、冷凍ギョウザ、うなぎ、落花生などの商品群で中
国産品の売上が国産品の売上を大きく上回るように
なってきている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・数か月ぶりに客単価が前年を上回ったものの、送別
会の季節にもかかわらず、送別会の受注件数が減少し
ている。送別会による来客数は前年の半分程度となっ
ており、低単価の居酒屋などに移行したことがうかが
える。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・団体客を取り込んだことで、売上は前年を７％上
回ったが、団体客分を除くとほぼ前年並みの売上で
あった。また、客単価は前年から10％上昇したが、高
単価のものを割引して提供したためであり、粗利益は
減少している。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・平日の宿泊客の減少に歯止めがかからない。また、
宿泊単価も低下しており、依然として節約志向の強さ
がうかがえる。

観光型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊客は、海外客、ビジネス客共に前年を大きく下
回っている。また、地元の法人宴会も件数、利用人数
共に減少している。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・円高の影響で個人客の海外旅行が増えているが、販
売単価が極めて低いため、安定した収入の確保につな
がっていない。また、国内旅行は低空飛行状態にあ
る。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・海外旅行は少しずつ回復してきているが、ゴールデ
ンウイークの申込件数に伸びがあまりみられない。

タクシー運転手 販売量の動き ・昼夜を問わず、また天候の善し悪しを問わず、タク
シーを利用する客が激減している。

観光名所（役
員）

来客数の動き ・年末以降、個人客は前年並みを維持しているもの
の、国内団体客は大幅に減少している。また、海外団
体客も落ち込みがみられている。

その他サービス
の動向を把握で
きる者

来客数の動き ・例年と比べて天候不順による欠航が多かったことも
あり、利用客数は５か月連続で前年を下回った。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

○ ○ ○

変わらない 食料品製造業
（団体役員）

それ以外 ・定額給付金や高速道路料金引下げの効果が現れ始め
ているものの、消費者の節約傾向は強まっている。国
産原材料を用いた食品加工製品へのニーズは高まって
いるが、節約型の内食や低価格の外食に消費が移行し
ており、引き続き厳しい状況にある。

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・マンションの売上が悪いことが、住関連産業に影を
落としている。３月の期末にもかかわらず、需要が盛
り上がってこない。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・依然として景況感の水準は低いが、取引額や取引先
の様子からは、平行線での推移となっている。

司法書士 取引先の様子 ・不動産売買の取引が減少している。これは景気の悪
化も１つの要因であるが、地価の下落が続き、安定し
ていないことも要因とみられる。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・例年と比べて、年度末としては受注が少なく、販売
量も減っている。

金属製品製造業
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・他社と仕事の取り合いになっていることから、単価
が低下している。

企業
動向
関連



輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・製紙業界の動向が特に悪く、生産量が相当落ち込ん
でいる。工場によってはマシンを廃棄する製紙工場も
みられる。一方、飼料や肥料、飲料関連の動向は前年
並みとなっている。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・商談数の減少に歯止めがかからない。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・鉄鉱石の価格低下により、材料の値下がりが見込ま
れることから、消耗品の買い控えが広まっている。

悪く
なっている

輸送業（支店
長）

取引先の様子 ・工事、建物物件の中止や再々延期の情報がどんどん
入ってきている。また、製紙工場についても生産量減
少の動きが顕著になってきた。また、鋼材やその他の
雑貨の荷主からは値引き要求が出ており、取扱数量の
減少と相まって収益の悪化が進んでいる。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・老舗企業の経営破たんが相次ぎ、企業の投資マイン
ド、個人の消費マインドが冷え込んでいる。比較的堅
調に推移してきた食料品メーカーも、個人消費の低迷
や観光客の減少で幾分ブレーキがかかっている。

司法書士 取引先の様子 ・不動産の売買、建物の新築件数が少なく、登記件数
が減少している。銀行の貸し渋りによる先行き不安か
ら廃業する企業もみられる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

－ － －

変わらない 学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・３月の企業説明会の動向をみると、前月と変わりは
ない。報道によると厳しい状況のようであるが、求人
動向からは大きな変化はみられない。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・企業の人件費に対する慎重さが強まっている。派遣
先企業では、販売に関する人材のオーダーが急激に減
少しており、事務系など一般派遣のオーダーも手控え
感が強くなってきている。中途採用のニーズも緩やか
に減少しており、また採用の基準も高止まりしている
ため、なかなか採用に至らない状況にある。その一方
で、求職者は増加傾向にある。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人広告件数に下げ止まり感が出てきたものの、周
辺企業の破産などがみられるようになっており、予断
を許さない状況にある。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・募集広告の売上は、前年比89％となっている。人材
派遣、清掃等の環境衛生の募集広告は横ばいである
が、東京のクライアントによる介護、金融等の大口募
集広告が激減している。ただ、地元の落ち込みはそれ
ほどではなく、全国的には健闘している状況にある。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・２月の新規求職者数は、前年を15.7％上回ってい
る。また、事業主都合離職者は増加を続けている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年を22.9％下回り、12か月連続で前
年を下回った。

悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人件数が一段と減少している。全体では前年比
63％まで減少しており、なかでも建設業は前年比50％
を下回っている。減少は個人消費関連の販売職にも波
及しており、販売職の求人件数は前年比60％を下回り
始めている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・２月の有効求人倍率は0.33倍と前年を0.11ポイント
下回っており、４か月連続で前年を下回っている。ま
た、求人数が前年を下回る一方で、求職者の増加傾向
は変わらない。

雇用
関連


